
2026年６月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
2025年11月12日

上場会社名 Solvvy株式会社 上場取引所  東

コード番号 7320 ＵＲＬ  https://solvvy.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）安達  慶高

問合せ先責任者 （役職名）上席執行役員経営管理本部長 （氏名）吉川  淳史 ＴＥＬ  03-6276-0401

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年６月期第１四半期 1,534 4.1 201 △48.9 377 △21.5 247 △24.2

2025年６月期第１四半期 1,473 33.0 395 51.1 480 49.4 326 49.1

（注）包括利益 2026年６月期第１四半期 525百万円（149.0％） 2025年６月期第１四半期 211百万円（△6.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年６月期第１四半期 21.50 21.49

2025年６月期第１四半期 32.54 32.53

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年６月期第１四半期 30,297 4,549 14.9

2025年６月期 29,619 4,190 14.1

（参考）自己資本 2026年６月期第１四半期 4,528百万円 2025年６月期 4,170百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年６月期 － 0.00 － 28.00 28.00

2026年６月期 －

2026年６月期（予想） 10.00 － 10.00 20.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 3,600 20.8 810 21.2 1,040 21.3 695 131.2 63.01

通期 8,200 22.3 2,100 29.6 2,500 26.4 1,625 － 147.33

１．2026年６月期第１四半期の連結業績（2025年７月１日～2025年９月30日）

（注）当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2025年６月期について

は当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

３．2026年６月期の連結業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2026年６月期の連結業

績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該株式分割の影響を考慮しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年６月期１Ｑ 11,997,254株 2025年６月期 11,997,254株

②  期末自己株式数 2026年６月期１Ｑ 476,660株 2025年６月期 476,500株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年６月期１Ｑ 11,520,700株 2025年６月期１Ｑ 10,048,615株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2025年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均

株式数」を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（義務）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断す
る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意
事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
　決算補足説明資料は、2025年11月12日(水)に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当社グループは、「Solve with idea, Solve with you.」というタグラインのもと、独自のストックビジネスコ

ンサルティングの提供を通じて顧客事業の仕組化、活性化及び収益化を支援することを目指しております。

暮らしやビジネスの在り方、人々の価値観までもが加速度的に変化する中、様々な課題に対応する豊富なアイデ

アで、ともに考え、ともに解決することが当社グループの使命であり、アイデンティティであると考え事業を展開

しております。

保証・デジタルマーケティング・システム開発・業務運営・組込型金融により構成される独自のSAaaS（Smart 

Assurance as a Service）メソッドを通じて、住宅領域に特化した事業展開を行っているHomeworthTech（ホーム

ワーステック）事業、再生可能エネルギー・教育ICT領域の製品・サービスを中心に事業展開を行っている

ExtendTech（エクステンドテック）事業、システム開発や情報技術のコンサルティングを提供するLifeTech（ライ

フテック）事業及びカスタマーファイナンスサービスなどを提供するFinTech事業その他の４事業を主力事業とし

て展開しております。

当第１四半期連結累計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）においては、中期経営計画の達成に向け

たSaaS事業・ストックビジネスコンサルティングの強化のため、人材・デジタル領域への積極的投資を継続する一

方、既存事業の進展及び社内業務DXの推進が奏功し引き続き堅調に成長しております。

具体的な当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,534百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益201百

万円（同48.9％減）、経常利益377百万円（同21.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益247百万円（同

24.2％減）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

なお、前第２四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しており、前年同期との比較は変更後の報告

セグメントの区分に基づき記載しております。詳細は「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（３）四半期連結

財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）」に記載のとおりであります。

①HomeworthTech事業

HomeworthTech事業では、住宅領域に特化した事業展開を行っております。

創業以来の代表的サービスである住宅設備の長期保証「住設あんしんサポート」、建物本体を引き渡し後20年

間にわたり保証する「建物20年保証バックアップサービス」等、各種保証サービスの提供を通じて、住宅事業者

のフロービジネス強化及びストックビジネスの創出を支援しております。

当第１四半期連結累計期間においては、住宅設備や建物の長期保証契約の獲得に引き続き注力することや、地

震保証や地盤補償などの新たな保証契約の獲得を推進するとともに、住宅事業者が抱える経営課題に対して、ス

トックビジネスコンサルティングによる総合的な支援を通じて、事業の仕組化、活性化及び収益化を支援してま

いりました。

これらの施策により、主要なKPIである新規契約獲得金額1,202百万円（前年同期比9.5％増）、前受収益・長

期前受収益残高14,679百万円（同20.0％増）、電子マネー発行サービスの導入社数166社（同32.8％増）・未使

用残高2,683百万円（同10.4％増）といずれも前年同期比で成長しております。

この結果、売上高は953百万円（前年同期比13.2％増）、セグメント利益は370百万円（同25.9％増）となりま

した。

②ExtendTech事業

ExtendTech事業では、再生可能エネルギー関連領域や教育ICT領域の製品・サービスに対する事業展開及び既

存事業に続く新規領域の創出を行っております。

太陽光発電・蓄電システム等の再生可能エネルギー領域では、近年の持続可能な社会実現に向けての機運の高

まりを背景に、各機器に対する保証のニーズが高まっており、長期保証をはじめとした各種アフターサービスソ

リューションを中心に、ストックビジネスコンサルティングを提供しております。

当第１四半期連結累計期間は、小中学校向けGIGAタブレット保証を大幅縮小いたしましたが、太陽光発電シス

テムや蓄電システムをはじめとした住宅用再生可能エネルギー機器に対する社会的ニーズに応える形で事業を推

進しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は420百万円（前年同期比32.4％減）、セグメント利益は239百

万円（同49.1％減）となりました。
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（単位：百万円、社）

2025年６月期 2026年６月期

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期

実績 実績 実績 実績 実績 前年同期比

［HomeworthTech事業］

新規契約獲得金額 1,098 1,210 1,339 1,772 1,202 109.5％

前受収益・長期前受収益残高 12,228 12,750 13,335 14,203 14,679 120.0％

売上高

保証サービス 682 726 807 964 838 122.8％

検査補修サービス 109 111 94 91 73 67.2％

その他 49 48 46 42 40 82.8％

電子マネー
導入社数 125 135 146 158 166 132.8％

未使用残高 2,430 2,504 2,567 2,604 2,683 110.4％

［ExtendTech事業］

売上高
再生可能エネルギー 466 353 429 630 275 59.0％

家電・その他 156 149 134 121 145 93.1％

［LifeTech事業］

売上高
コーポレートDX － 30 56 85 57 －

ライフスタイルDX － 77 102 105 93 －

③LifeTech事業

LifeTech事業では、株式会社メディアシークがもつ豊富な実績・技術開発リソースに基づくシステムインテグ

レーション提供を基軸に、法人向けSaaSプロダクトの提供やシステムコンサルティング、画像解析・AI、教育・

ヘルスケア・エンターテイメント領域におけるオンラインサービス開発など各種事業を運営しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は150百万円、セグメント利益は53百万円となりました。

④FinTech事業その他

FinTech事業その他では、カスタマーファイナンスに関するサービスやHomeworthTech事業、ExtendTech事業及

びLifeTech事業には含まれないサービスを提供しております。

当第１四半期連結累計期間の売上高は９百万円（前年同期比3.3％増）、セグメント利益は４百万円（前年同

期はセグメント損失０百万円）となりました。

（ＫＰＩ推移）

（注）売上高については四半期連結会計期間の数値を使用しております。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて678百万円増加し30,297百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が606百万円減少した一方、立替金が520百万円、投資有価証券が420百万円

及び長期前払費用が212百万円それぞれ増加したことによるものです。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて319百万円増加し25,748百万円となり

ました。これは主に、保証損失引当金が451百万円減少した一方、預り金が242百万円、住宅設備の延長保証事業を

行うため一括で受領した保証料のうち１年超の期間に収益化される予定の長期前受収益が362百万円及び長期預り

金が138百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて358百万円増加し4,549百万円となり

ました。これは主に、配当金の支払いが167百万円あった一方、親会社株主に帰属する四半期純利益が247百万円計

上されるとともに、その他有価証券評価差額金が278百万円増加したことによるものです。

なお、当社の自己資本比率は14.9％となっており、他の事業会社と比較して低い水準となっております。これは

サービス提供前に保証料を収受する当社のビジネスモデルに起因するものです。当社の負債の割合の内訳は、前受

収益及び長期前受収益（将来の利益）が60.0％、預り金及び長期預り金（主に現金及び預金）が23.1％という構成

であり、有利子負債は8.7％と低水準となっております。さらに、流動比率も188.8％と十分な水準となっており、

財務の健全性は十分に担保されております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年６月期の連結業績予想につきましては、各事業における当期の契約獲得や前期までに獲得した契約の入金

が期初の計画通り順調に推移しており、2025年８月13日に公表いたしました連結業績予想からの変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,298,764 2,692,732

売掛金 2,515,669 2,533,323

前払費用 908,833 893,513

立替金 2,274,838 2,794,982

その他 696,122 662,795

流動資産合計 9,694,227 9,577,347

固定資産

有形固定資産 205,330 177,839

無形固定資産

のれん 16,043 15,118

その他 632,039 688,632

無形固定資産合計 648,083 703,750

投資その他の資産

投資有価証券 6,207,125 6,627,553

出資金 200,020 200,020

差入保証金 2,154 238

長期前払費用 4,382,962 4,595,158

投資不動産（純額） 7,015,770 7,096,817

その他 1,263,332 1,318,294

投資その他の資産合計 19,071,365 19,838,081

固定資産合計 19,924,779 20,719,671

繰延資産 517 517

資産合計 29,619,524 30,297,536

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 121,216 117,988

１年内返済予定の長期借入金 480,498 218,922

リース債務 4,238 4,238

未払法人税等 13,263 135,712

前受収益 2,429,236 2,479,177

預り金 511,659 753,812

賞与引当金 193,255 25,290

保証損失引当金 1,336,795 885,031

その他 507,548 451,581

流動負債合計 5,597,711 5,071,754

固定負債

長期借入金 1,792,682 2,012,531

リース債務 5,651 4,591

長期前受収益 12,612,846 12,974,966

長期預り金 5,062,961 5,200,966

ポイント引当金 10,424 11,428

その他 346,371 472,056

固定負債合計 19,830,937 20,676,540

負債合計 25,428,648 25,748,294

純資産の部

株主資本

資本金 212,336 212,336

資本剰余金 2,771,567 2,771,567

利益剰余金 1,891,014 1,971,624

自己株式 △700,776 △701,262

株主資本合計 4,174,141 4,254,265

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △4,023 274,181

その他の包括利益累計額合計 △4,023 274,181

非支配株主持分 20,757 20,794

純資産合計 4,190,876 4,549,242

負債純資産合計 29,619,524 30,297,536
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 1,473,680 1,534,511

売上原価 392,167 452,251

売上総利益 1,081,513 1,082,260

販売費及び一般管理費 686,145 880,339

営業利益 395,367 201,921

営業外収益

受取利息 9,803 24,845

受取配当金 3,477 8,829

有価証券売却益 3,018 285

投資不動産賃貸料 77,342 76,667

投資不動産売却益 67,717 69,574

その他 3,311 51,845

営業外収益合計 164,670 232,048

営業外費用

支払利息 5,080 6,166

為替差損 21,294 －

有価証券売却損 3,075 9

投資不動産賃貸費用 42,435 48,001

その他 7,454 2,365

営業外費用合計 79,340 56,542

経常利益 480,697 377,427

税金等調整前四半期純利益 480,697 377,427

法人税等 153,705 129,693

四半期純利益 326,991 247,733

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 36

親会社株主に帰属する四半期純利益 326,991 247,696

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年９月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年７月１日
　至　2025年９月30日)

四半期純利益 326,991 247,733

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △115,748 278,205

その他の包括利益合計 △115,748 278,205

四半期包括利益 211,243 525,939

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 211,243 525,902

非支配株主に係る四半期包括利益 － 36

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

Homeworth
Tech事業

Extend
Tech事業

LifeTech
事業

FinTech事業
その他

計

売上高

外部顧客への売上高 841,933 622,734 － 9,012 1,473,680 － 1,473,680

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － －

計 841,933 622,734 － 9,012 1,473,680 － 1,473,680

セグメント利益又は

損失（△）
294,149 470,074 － △83 764,140 △368,772 395,367

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△368,772千円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△368,772

千円であり、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

Homeworth
Tech事業

Extend
Tech事業

LifeTech
事業

FinTech事業
その他

計

売上高

外部顧客への売上高 953,436 420,784 150,977 9,313 1,534,511 － 1,534,511

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 56,687 － 56,687 △56,687 －

計 953,436 420,784 207,665 9,313 1,591,199 △56,687 1,534,511

セグメント利益 370,217 239,311 53,917 4,125 667,572 △465,650 201,921

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2025年７月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△465,650千円は、各報告セグメントに帰属していない全社費用△465,650千円であ

り、全社費用は当社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分方法の変更）

　2024年11月１日付で当社を株式交換完全親会社、株式会社メディアシークを株式交換完全子会社とする

株式交換を実施し、前第２四半期連結会計期間において、同社及び同社の子会社２社を連結の範囲に含め

たことに伴い、「LifeTech事業」を報告セグメントに追加しております。

　また、当該株式交換による経営統合に伴い、これまで報告セグメントに含まれない事業セグメントであ

った中長期的視点での事業開発を進める各種金融サービス事業を、報告セグメント「FinTech事業その

他」に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成し

たものを開示しております。

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　当該株式交換による経営統合に伴い、報告セグメントごとの業績をより適正に評価管理するため、販売

費及び一般管理費の配賦基準を見直し、事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更を行っておりま

す。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント利益については、変更後の利益の算定方法により作成し

たものを開示しております。この変更により、従来の方法に比べて、前第１四半期連結累計期間のセグメ

ント利益が「HomeworthTech事業」で174,651千円増加し、「ExtendTech事業」で165,909千円増加し、

「FinTech事業その他」で28,210千円増加し、「調整額」で368,772千円減少しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年７月１日

至  2024年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年７月１日

至  2025年９月30日）

減価償却費 55,049千円 62,650千円

のれんの償却額 － 925

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産及び投資不動産に係る償却費を含む。）及びのれん

の償却額は、次のとおりであります。

（追加情報）

（自己株式の取得）

　当社は、2025年８月13日及び2025年８月26日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み

替えて適用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

自己株式の取得に係る決議内容

(1）自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行のため、自己株式の取得を行うものであります。

(2）自己株式取得に関する取締役会の決議内容

①　取得する株式の種類

当社普通株式

②　取得する株式の総数

250,000株（上限）

③　取得する期間

2025年８月14日～2025年12月31日

④　取得価額の総額

500,000千円（上限）

⑤　取得の方法

東京証券取引所における市場買付

前連結会計年度
（2025年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年９月30日）

投資有価証券 1,909,206千円 1,909,241千円

計 1,909,206 1,909,241

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

　「資金決済に関する法律」に基づき東京法務局に供託している資産は、次のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年11月12日

Solvvy株式会社

取締役会　御中

太陽有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 泉　　淳一

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 山口　昌良

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているSolvvy株式会社の2025年７月１日から2026年６月30日

までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年７月１日から2025年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2025年７月１日から2025年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

その他の事項

会社の2025年６月30日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表は、期中レビューが実施されていない。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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